
国際投信投資顧問株式会社は2015年７月１日に三菱
ＵＦＪ投信株式会社と合併し、「三菱ＵＦＪ国際投信
株式会社」となりました。

東京都千代田区有楽町一丁目12番１号

本資料の記載内容に関するお問い合わせ先

お客さま専用フリーダイヤル  
(9:00〜17:00、土･日･祝日･12月31日〜１月３日を除く)

お客さまのお取引内容につきましては､お取り扱いの販売会社にお尋ねください｡

148041

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／債券
信託期間 2019年11月22日まで（2009年11月24日設定）

運用方針

ファミリーファンド方式により、新興国の
ソブリン債券および準ソブリン債券を中心
に投資を行い、安定したインカムゲインの
確保と信託財産の成長を目指して運用を行
います。

主要運用対象

ベ ビ ー
ファンド

新興国高金利通貨オープン　
マザーファンド受益証券

マ ザ ー
ファンド

新興国のソブリン債券および
準ソブリン債券

運用方法

・原則として、投資対象国通貨の中から相
対的に金利の高い５通貨を選定し、現地
通貨建の債券に均等に投資します。

・運用指図権限をウエリントン・マネージ
メント・カンパニー・エルエルピーに委
託します。

主な組入制限

ベ ビ ー
ファンド

・マザーファンドへの投資割
合は、制限を設けません。

・外貨建資産への実質投資割
合は、制限を設けません。

・ソブリン債券以外への実質
投資は、取得時において、
当ファンドの純資産総額の
35％以内とします。

・同一企業が発行する債券へ
の実質投資は、取得時にお
いて、当ファンドの純資産
総額の10％以内とします。

マ ザ ー
ファンド

・外貨建資産への投資割合
は、制限を設けません。

・ソブリン債券以外への投資
は、取得時において、当マ
ザーファンドの純資産総額
の35％以内とします。

・同一企業が発行する債券へ
の投資は、取得時におい
て、当マザーファンドの純
資産総額の10％以内としま
す。

分配方針

毎月22日（休業日の場合は翌営業日）に決
算を行い、収益分配方針に基づいて分配を
行います。分配対象額の範囲は、経費控除
後の配当等収益と売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。基準価額水準、
市況動向、残存信託期間等を勘案して、分
配金額を決定します。（ただし、分配対象
収益が少額の場合には分配を行わないこと
もあります。）

※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。

※公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」

の適用対象です。

詳しくは販売会社にお問い合わせください。

運用報告書（全体版）

新興国高金利通貨オープン
（毎月決算型）

愛称：ファイン

第68期（決算日：2015年７月22日）
第69期（決算日：2015年８月24日）
第70期（決算日：2015年９月24日）
第71期（決算日：2015年10月22日）
第72期（決算日：2015年11月24日）
第73期（決算日：2015年12月22日）

受益者のみなさまへ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、お手持ちの「新興国高金利通貨オープン

（毎月決算型）（愛称：ファイン）」は、去る12

月22日に第73期の決算を行いましたので、法令に

基づいて第68期～第73期の運用状況をまとめてご

報告申し上げます。

　今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。
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1－　　－

新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

○最近30期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
44期(2013年７月22日) 8,536 35 3.7 96.1 － 39

45期(2013年８月22日) 8,033 35 △ 5.5 95.5 － 35

46期(2013年９月24日) 8,483 35 6.0 95.6 － 38

47期(2013年10月22日) 8,439 35 △ 0.1 95.8 － 38

48期(2013年11月22日) 8,477 35 0.9 96.4 － 34

49期(2013年12月24日) 8,615 35 2.0 95.0 － 28

50期(2014年１月22日) 8,361 35 △ 2.5 94.3 － 25

51期(2014年２月24日) 8,134 35 △ 2.3 94.0 － 20

52期(2014年３月24日) 8,034 35 △ 0.8 93.6 － 20

53期(2014年４月22日) 8,360 35 4.5 96.7 － 21

54期(2014年５月22日) 8,428 35 1.2 96.0 － 22

55期(2014年６月23日) 8,402 35 0.1 95.6 － 20

56期(2014年７月22日) 8,372 35 0.1 95.1 － 20

57期(2014年８月22日) 8,454 35 1.4 96.0 － 20

58期(2014年９月22日) 8,572 35 1.8 95.2 － 20

59期(2014年10月22日) 8,229 35 △ 3.6 95.2 － 19

60期(2014年11月25日) 8,838 35 7.8 92.1 － 14

61期(2014年12月22日) 8,271 35 △ 6.0 88.8 － 13

62期(2015年１月22日) 8,111 35 △ 1.5 95.7 － 13

63期(2015年２月23日) 7,937 35 △ 1.7 94.6 － 13

64期(2015年３月23日) 7,687 35 △ 2.7 94.9 － 11

65期(2015年４月22日) 7,921 35 3.5 94.6 － 12

66期(2015年５月22日) 8,242 35 4.5 95.3 － 10

67期(2015年６月22日) 8,039 35 △ 2.0 88.1 － 9

68期(2015年７月22日) 7,870 35 △ 1.7 93.5 － 9

69期(2015年８月24日) 6,900 35 △11.9 91.0 － 8

70期(2015年９月24日) 6,552 35 △ 4.5 94.3 － 7

71期(2015年10月22日) 6,855 35 5.2 96.3 － 7

72期(2015年11月24日) 7,017 35 2.9 96.5 － 8

73期(2015年12月22日) 6,547 35 △ 6.2 94.8 － 7

（注）基準価額の騰落率は分配金込み。

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

本 資 料 の 表 記 に あ た っ て

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。
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2－　　－

新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移

決 算 期 年 月 日
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率

第68期

（期　首） 円 ％ ％ ％
2015年６月22日 8,039 － 88.1 －

６月末 7,925 △ 1.4 94.4 －

（期　末）
2015年７月22日 7,905 △ 1.7 93.5 －

第69期

（期　首）
2015年７月22日 7,870 － 93.5 －

７月末 7,569 △ 3.8 92.3 －

（期　末）
2015年８月24日 6,935 △11.9 91.0 －

第70期

（期　首）
2015年８月24日 6,900 － 91.0 －

８月末 6,954 0.8 95.0 －

（期　末）
2015年９月24日 6,587 △ 4.5 94.3 －

第71期

（期　首）
2015年９月24日 6,552 － 94.3 －

９月末 6,589 0.6 96.5 －

（期　末）
2015年10月22日 6,890 5.2 96.3 －

第72期

（期　首）
2015年10月22日 6,855 － 96.3 －

10月末 6,893 0.6 95.9 －

（期　末）
2015年11月24日 7,052 2.9 96.5 －

第73期

（期　首）
2015年11月24日 7,017 － 96.5 －

11月末 6,897 △ 1.7 95.4 －

（期　末）
2015年12月22日 6,582 △ 6.2 94.8 －

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。
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3－　　－

新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

運用経過

当作成期中の基準価額等の推移について （第68期～第73期：2015/６/23～2015/12/22）

基準価額の動き
基準価額は当作成期首に比べ16.1％（分配金再投資ベース）の下落となり
ました。

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもの
で、ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースによ
り異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すもの
ではない点にご留意ください。

基準価額の主な変動要因

下落要因

政治的な不透明感の高まりに対する懸念などからブラジルや南アフリカの金利
上昇により債券価格が下落したこと、市場参加者のリスク回避姿勢が強まった
ことを受けて全ての投資国通貨が対円で下落（円高）したことなどが、基準価
額の下落要因となりました。

第68期首 ： 8,039円
第73期末 ： 6,547円

（既払分配金 210円）
騰落率 ：－16.1％
（分配金再投資ベース）
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4－　　－

新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

投資環境について （第68期～第73期：2015/６/23～2015/12/22）

◎新興国債券市況
・新興国債券市場は、市場参加者のリスク回避姿勢が強まったことなどを背景に、多くの投資
対象国で金利は上昇（債券価格は下落）しました。2015年７月から８月下旬にかけて原油価
格が下落したことや８月に中国人民銀行（中央銀行）が市場予想に反して人民元の対米ドル
為替レートの基準値切り下げを行ったことで新興国経済への不透明感が高まり、作成期を通
してみると多くの投資対象国で金利は上昇しました。

・ロシアでは、原油安などによる景気悪化を背景としたロシアの中央銀行による政策金利の引
き下げなどによって金利は低下（債券価格は上昇）しました。

◎新興国為替市況
新興国為替市場は、中国経済の減速懸念や、原油をはじめとする商品市況の低迷、米国の利
上げ観測の強まりなどを背景に、全ての投資対象国通貨が作成期を通してみると対円で下落
（円高）しました。ロシア・ルーブルは2015年７月から８月にかけて原油価格の下落が続い
たことを背景に対円で下落しました。南アフリカ・ランドは、12月にズマ大統領がネネ財務
相を解任したことなどを背景に対円で下落しました。
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5－　　－

新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

※委託会社合併に伴う、データ基準統一のため、組入比率に関して、未収利息等を除いております。

＜新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）＞
・当ファンドは、新興国高金利通貨オープン　マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、
高位に組み入れました。

＜新興国高金利通貨オープン　マザーファンド＞
・基準価額は作成期首に比べ、15.6％の下落となりました。
・あらかじめ定めた新興国の投資対象国のうち、相対的に金利水準が高く、ファンダメンタル
ズ（経済の基礎的条件）や市場規模、流動性等を勘案し選定した新興国５通貨の現地通貨建
ソブリン債券におおむね均等に投資を行いました。

・国別資産配分については、作成期首は、ブラジル、ロシア、トルコ、南アフリカ、コロンビ
アの現地通貨建国債をおおむね均等に組み入れたポートフォリオとしました。2015年９月に
投資国通貨の見直しを実施し、金利水準などを勘案してコロンビア国債を売却し、メキシコ
国債への入れ替えを実施しました。その後、実施した定期的な投資国通貨の見直しでは、投
資国通貨に変更を加えませんでした。

・残存期間については、各投資国の残存期間３年以内の国債へ投資を行いました。
・外貨の組入比率を高水準に維持し、外貨建資産については対円での為替ヘッジは行いません
でした。

・前記のような運用の結果、作成期を通じて多くの投資国で金利が上昇（債券価格は下落）し
たこと、および全ての投資国通貨が対円で下落したことが、基準価額の下落要因となりまし
た。

（ご参考）
ポートフォリオの状況
作成期首（2015年６月22日）

通貨
債券組入
比率

平均残存
期間（年）

平均最終
利回り

平均格付

ブラジル・レアル 19.5％ 1.5 14.1％ ＢＢＢ＋
ロシア・ルーブル 19.4％ 0.5 11.5％ ＢＢＢ－
トルコ・リラ 12.0％ 0.7 10.0％ ＢＢＢ－
南アフリカ・ランド 20.0％ 1.7 7.1％ ＢＢＢ＋
コロンビア・ペソ 18.0％ 0.3 5.4％ ＢＢＢ＋
その他 11.0％ － － －

合計／平均 100.0％ 0.9 8.8％ ＢＢＢ

※組入比率は未収利息等を除いております。

・後記の注記をご参照ください。

作成期末（2015年12月22日）

通貨
債券組入
比率

平均残存
期間（年）

平均最終
利回り

平均格付

ブラジル・レアル 19.5％ 1.1 15.9％ ＢＢＢ－
ロシア・ルーブル 18.3％ 1.3 11.1％ ＢＢＢ－
トルコ・リラ 19.7％ 1.1 10.8％ ＢＢＢ－
南アフリカ・ランド 18.6％ 1.5 8.0％ ＢＢＢ＋
メキシコ・ペソ 19.6％ 2.2 4.2％ Ａ
その他 4.3％ － － －

合計／平均 100.0％ 1.4 9.6％ ＢＢＢ

（注）債券組入比率、平均残存期間（年）、平均最終利回り、平均格付は、現地通貨建債券の時価残高合計で加重平均し算出しています。

（注）平均格付は、Moody's社とS&P社の自国通貨建長期債務格付のうち、上位格付を基に三菱ＵＦＪ国際投信が計算し、S&P社の表示方法

で表記しています。（出所：Bloomberg）

（注）合計値が表記の各要素と異なることがありますが、四捨五入による影響です。

（注）平均格付とは、基準日時点で投資信託財産が保有している有価証券に係る信用格付を加重平均したものであり、ファンドおよびマ

ザーファンドに係る信用格付ではありません。
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6－　　－

新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドは運用の目標となるベンチマーク等を設けておりません。そのため、記載すべき
事項はありません。

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通り
とさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】� （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目

第68期 第69期 第70期 第71期 第72期 第73期

2015年６月23日～
2015年７月22日

2015年７月23日～
2015年８月24日

2015年８月25日～
2015年９月24日

2015年９月25日～
2015年10月22日

2015年10月23日～
2015年11月24日

2015年11月25日～
2015年12月22日

当期分配金 35 35 35 35 35 35

（対基準価額比率） 0.443％ 0.505％ 0.531％ 0.508％ 0.496％ 0.532％

当期の収益 35 33 31 32 35 22

当期の収益以外 － 2 4 3 － 13

翌期繰越分配対象額 755 755 752 750 752 740

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファン
ドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない
場合があります。
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7－　　－

新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

今後の運用方針

＜新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）＞
◎今後の運用方針
・引き続き、新興国高金利通貨オープン　マザーファンドの組入比率を高位に保ち、運用を
行っていく方針です。

＜新興国高金利通貨オープン　マザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・中国経済の減速や資源価格の下落は、一部の新興国の成長にマイナスとなっています。しか
しながら、多くの新興国における外貨準備残高や対外債務残高は問題ない水準と考えられ、
ファンダメンタルズは良好とみています。今後の運用環境においては、中国経済の動向や先
進国および新興国の金融政策といったリスク要因が考えられます。

・新興国債券市場においては、資源の輸出国と輸入国の違いや、各国の金融政策に注目する必
要があるとみています。

・新興国為替市場においては、資源輸入国や経常黒字国の通貨が、不安定な経済環境の中で、
相対的に優位な状況にあるとみています。

◎今後の運用方針
・国別資産配分では、原則として、新興国の中から相対的に金利の高い５通貨を選定し、現地
通貨建の債券に均等に投資します。投資国通貨の選定においては、各国のファンダメンタル
ズや市場規模、流動性等も考慮します（選定通貨の見直しは定期的に行いますが、必要と判
断した場合は別のタイミングで一部の通貨を入れ替えることがあります。入れ替えの途中な
どでは一時的に投資国通貨が５通貨とならないこともあります。）。

・残存期間が３年を超える債券には、原則として投資しないものとします。
・外貨の組入比率を高水準に維持し、外貨建資産については対円での為替ヘッジは原則として
行わない方針です。
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新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

○１万口当たりの費用明細� （2015年６月23日～2015年12月22日）

項目
第68期～第73期

項目の概要
金額 比率

(a) 信託報酬 54円 0.756％
(a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×

作成期中の日数

年間日数

（投信会社） (25) (0.356) 当ファンドの運用、受託会社への運用指図、目論見書等の作成等の対価

（販売会社） (27) (0.378) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供

等の対価

（受託会社） ( 2) (0.022) 当ファンドの財産の保管および管理、投信会社からの運用指図の実行等

の対価

(b) その他費用 4 0.056
(b)その他費用＝

作成期中のその他費用

作成期中の平均受益権口数

（保管費用） ( 4) (0.054) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用等

（監査費用） ( 0) (0.002) 監査法人に支払われる当ファンドの監査費用等

合計 58 0.812

作成期中の平均基準価額は、7,137円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動
があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）消費税は報告日の税率を採用しています。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応

するものを含みます。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除

して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。
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新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

○売買及び取引の状況� （2015年６月23日～2015年12月22日）

親投資信託受益証券の設定、解約状況

銘 柄

第68期～第73期

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
新興国高金利通貨オープン　マザーファンド 659 721 1,261 1,395

○利害関係人との取引状況等� （2015年６月23日～2015年12月22日）

利害関係人との取引状況

　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

○組入資産の明細� （2015年12月22日現在）

親投資信託残高

銘 柄
第67期末 第73期末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
新興国高金利通貨オープン　マザーファンド 8,251 7,649 7,727

　マザーファンドの組入資産の明細につきましては、マザーファンド頁をご参照ください。
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新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

○投資信託財産の構成� （2015年12月22日現在）

項 目
第73期末

評 価 額 比 率

千円 ％
新興国高金利通貨オープン　マザーファンド 7,727 98.4

コール・ローン等、その他 129 1.6

投資信託財産総額 7,856 100.0

（注）新興国高金利通貨オープン　マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（1,486,273千円）の投資信託財産総額

（1,507,530千円）に対する比率は98.6％です。

（注）外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換

算レートは以下の通りです。

１アメリカドル＝121.21円 １メキシコペソ＝7.07円 １ブラジルレアル＝30.21円 １トルコリラ＝41.64円

１ロシアルーブル＝1.70円 １南アフリカランド＝8.04円

○資産、負債、元本及び基準価額の状況

項 目
第68期末 第69期末 第70期末 第71期末 第72期末 第73期末

2015年７月22日現在 2015年８月24日現在 2015年９月24日現在 2015年10月22日現在 2015年11月24日現在 2015年12月22日現在

円 円 円 円 円 円

(A) 資産 9,590,786 8,124,649 7,593,754 8,028,666 8,315,859 7,856,697

コール・ローン等 106,665 105,406 85,382 89,466 92,043 88,010

新興国高金利通貨オープン
マザーファンド(評価額)

9,440,717 7,988,327 7,448,742 7,898,192 8,180,304 7,727,324

未収入金 43,404 30,916 59,630 41,008 43,512 41,363

(B) 負債 54,697 53,180 67,514 49,859 52,375 51,085

未払収益分配金 42,410 40,940 40,201 40,737 41,216 41,730

未払解約金 － － 17,251 － － －

未払信託報酬 12,257 12,208 10,035 9,098 11,132 9,331

その他未払費用 30 32 27 24 27 24

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 9,536,089 8,071,469 7,526,240 7,978,807 8,263,484 7,805,612

元本 12,117,149 11,697,409 11,486,074 11,639,273 11,776,088 11,923,099

次期繰越損益金 △ 2,581,060 △ 3,625,940 △ 3,959,834 △ 3,660,466 △ 3,512,604 △ 4,117,487

(D) 受益権総口数 12,117,149口 11,697,409口 11,486,074口 11,639,273口 11,776,088口 11,923,099口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,870円 6,900円 6,552円 6,855円 7,017円 6,547円
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新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

○損益の状況

項 目

第68期 第69期 第70期 第71期 第72期 第73期

2015年６月23日～
2015年７月22日　

2015年７月23日～
2015年８月24日　

2015年８月25日～
2015年９月24日　

2015年９月25日～
2015年10月22日　

2015年10月23日～
2015年11月24日　

2015年11月25日～
2015年12月22日　

円 円 円 円 円 円

(A) 配当等収益 － 1 － － － －

受取利息 － 1 － － － －

(B) 有価証券売買損益 △　151,096 △1,075,458 △　348,172 398,042 242,131 △　506,496

売買益 3,456 22,333 6,787 399,510 243,170 117

売買損 △　154,552 △1,097,791 △　354,959 △　　1,468 △　　1,039 △　506,613

(C) 信託報酬等 △　 12,287 △　 12,240 △　 10,062 △　　9,122 △　 11,159 △　　9,355

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △　163,383 △1,087,697 △　358,234 388,920 230,972 △　515,851

(E) 前期繰越損益金 △　938,775 △1,085,746 △2,146,019 △2,543,305 △2,193,958 △2,002,063

(F) 追加信託差損益金 △1,436,492 △1,411,557 △1,415,380 △1,465,344 △1,508,402 △1,557,843

（配当等相当額） (　　315,094) (　　314,922) (　　315,385) (　　326,078) (　　335,464) (　　347,397)

（売買損益相当額） (△1,751,586) (△1,726,479) (△1,730,765) (△1,791,422) (△1,843,866) (△1,905,240)

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △2,538,650 △3,585,000 △3,919,633 △3,619,729 △3,471,388 △4,075,757

(H) 収益分配金 △　 42,410 △　 40,940 △　 40,201 △　 40,737 △　 41,216 △　 41,730

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △2,581,060 △3,625,940 △3,959,834 △3,660,466 △3,512,604 △4,117,487

追加信託差損益金 △1,436,492 △1,412,726 △1,416,529 △1,466,508 △1,508,402 △1,563,804

（配当等相当額） (　　316,323) (　　314,178) (　　314,552) (　　325,204) (　　335,754) (　　341,747)

（売買損益相当額） (△1,752,815) (△1,726,904) (△1,731,081) (△1,791,712) (△1,844,156) (△1,905,551)

分配準備積立金 599,016 569,064 549,753 547,801 550,227 541,142

繰越損益金 △1,743,584 △2,782,278 △3,093,058 △2,741,759 △2,554,429 △3,094,825

（注）(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。

（注）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。

（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

＜注記事項＞

①作成期首（前作成期末）元本額　　　　　12,410,344円

作成期中追加設定元本額　　　　　　　　 1,039,354円

作成期中一部解約元本額　　　　　　　　 1,526,599円

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.6547円です。

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は4,117,487円です。

③分配金の計算過程

項 目
2015年６月23日～
2015年７月22日　

2015年７月23日～
2015年８月24日　

2015年８月25日～
2015年９月24日　

2015年９月25日～
2015年10月22日　

2015年10月23日～
2015年11月24日　

2015年11月25日～
2015年12月22日　

費用控除後の配当等収益額 133,484円 39,191円 36,446円 37,621円 43,642円 27,250円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円

収益調整金額 316,323円 315,347円 315,701円 326,368円 335,754円 347,708円

分配準備積立金額 507,942円 569,644円 552,359円 549,753円 547,801円 549,661円

当ファンドの分配対象収益額 957,749円 924,182円 904,506円 913,742円 927,197円 924,619円

１万口当たり収益分配対象額 790円 790円 787円 785円 787円 775円

１万口当たり分配金額 35円 35円 35円 35円 35円 35円

収益分配金金額 42,410円 40,940円 40,201円 40,737円 41,216円 41,730円

④当ファンドの投資対象である「新興国高金利通貨オープン　マザーファンド」において、信託財産の運用の指図に係る権限の全部または

一部を委託するために要する費用として、信託財産の純資産総額に年１万分の30の率を乗じて得た金額を委託者報酬の中から支弁してお

ります。
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新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）

○分配金のお知らせ

第68期 第69期 第70期 第71期 第72期 第73期

１万口当たり分配金(税込み) 35円 35円 35円 35円 35円 35円

◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払

戻金（特別分配金）」に分かれます。

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合に

は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、

復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択す

ることもできます。

※法人受益者に対する課税は異なります。

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。

※少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」をご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生

じる配当所得および譲渡所得が一定期間非課税となります。

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。

［ お 知 ら せ ］
①委託者である「国際投信投資顧問株式会社」は「三菱ＵＦＪ投信株式会社」との合併により解散し、存続会社である「三菱ＵＦＪ投信株

式会社」は2015年７月１日付で「三菱ＵＦＪ国際投信株式会社」と商号変更するための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。

②委託者が受益者に対してする公告は、電子公告の方法により行うための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。

③2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復

興特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われま

す。））の税率が適用されます。
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新興国高金利通貨オープン　マザーファンド
154019

新興国高金利通貨オープン　マザーファンド

《第90期》決算日2015年７月22日　《第93期》決算日2015年10月22日
《第91期》決算日2015年８月24日　《第94期》決算日2015年11月24日
《第92期》決算日2015年９月24日　《第95期》決算日2015年12月22日

［計算期間：2015年６月23日～2015年12月22日］

「新興国高金利通貨オープン　マザーファンド」は、12月22日に第95期の決算を行いました。

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第90期～第95期の運用状況をご報告申し上げます。

運 用 方 針
新興国のソブリン債券および準ソブリン債券を中心に投資を行い、安定したインカム

ゲインの確保と信託財産の成長を目指して運用を行います。

主 要 運 用 対 象 新興国のソブリン債券および準ソブリン債券

主 な 組 入 制 限

・外貨建資産への投資割合は、制限を設けません。

・ソブリン債券以外への投資は、取得時において、当マザーファンドの純資産総額の

35％以内とします。

・同一企業が発行する債券への投資は、取得時において、当マザーファンドの純資産

総額の10％以内とします。
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新興国高金利通貨オープン　マザーファンド

○最近30期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純 資 産
総 額(分配落) 期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
66期(2013年７月22日) 11,195 3.8 97.0 － 3,194

67期(2013年８月22日) 10,588 △ 5.4 96.5 － 3,003

68期(2013年９月24日) 11,249 6.2 96.6 － 3,120

69期(2013年10月22日) 11,250 0.0 96.8 － 3,070

70期(2013年11月22日) 11,363 1.0 97.4 － 3,030

71期(2013年12月24日) 11,612 2.2 95.9 － 2,973

72期(2014年１月22日) 11,327 △ 2.5 95.2 － 2,893

73期(2014年２月24日) 11,080 △ 2.2 94.9 － 2,823

74期(2014年３月24日) 11,003 △ 0.7 94.5 － 2,772

75期(2014年４月22日) 11,516 4.7 97.6 － 2,800

76期(2014年５月22日) 11,675 1.4 97.0 － 2,768

77期(2014年６月23日) 11,704 0.2 96.6 － 2,725

78期(2014年７月22日) 11,725 0.2 96.0 － 2,668

79期(2014年８月22日) 11,906 1.5 97.0 － 2,669

80期(2014年９月22日) 12,140 2.0 96.2 － 2,685

81期(2014年10月22日) 11,714 △ 3.5 96.2 － 2,534

82期(2014年11月25日) 12,659 8.1 93.0 － 2,327

83期(2014年12月22日) 11,905 △ 6.0 89.7 － 2,186

84期(2015年１月22日) 11,738 △ 1.4 96.7 － 2,092

85期(2015年２月23日) 11,550 △ 1.6 95.6 － 2,008

86期(2015年３月23日) 11,248 △ 2.6 95.8 － 1,937

87期(2015年４月22日) 11,661 3.7 95.6 － 1,930

88期(2015年５月22日) 12,206 4.7 96.3 － 1,964

89期(2015年６月22日) 11,970 △ 1.9 89.0 － 1,889

90期(2015年７月22日) 11,783 △ 1.6 94.5 － 1,808

91期(2015年８月24日) 10,383 △11.9 92.0 － 1,628

92期(2015年９月24日) 9,919 △ 4.5 95.3 － 1,530

93期(2015年10月22日) 10,447 5.3 97.3 － 1,575

94期(2015年11月24日) 10,765 3.0 97.5 － 1,587

95期(2015年12月22日) 10,102 △ 6.2 95.7 － 1,504

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
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新興国高金利通貨オープン　マザーファンド

○当作成期中の基準価額と市況等の推移

決 算 期 年 月 日
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率

第90期

（期　首） 円 ％ ％ ％
2015年６月22日 11,970 － 89.0 －

６月末 11,803 △ 1.4 95.4 －

（期　末）
2015年７月22日 11,783 △ 1.6 94.5 －

第91期

（期　首）
2015年７月22日 11,783 － 94.5 －

７月末 11,332 △ 3.8 93.3 －

（期　末）
2015年８月24日 10,383 △11.9 92.0 －

第92期

（期　首）
2015年８月24日 10,383 － 92.0 －

８月末 10,467 0.8 96.0 －

（期　末）
2015年９月24日 9,919 △ 4.5 95.3 －

第93期

（期　首）
2015年９月24日 9,919 － 95.3 －

９月末 9,978 0.6 97.5 －

（期　末）
2015年10月22日 10,447 5.3 97.3 －

第94期

（期　首）
2015年10月22日 10,447 － 97.3 －

10月末 10,509 0.6 96.8 －

（期　末）
2015年11月24日 10,765 3.0 97.5 －

第95期

（期　首）
2015年11月24日 10,765 － 97.5 －

11月末 10,581 △ 1.7 96.4 －

（期　末）
2015年12月22日 10,102 △ 6.2 95.7 －

（注）騰落率は期首比。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。
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新興国高金利通貨オープン　マザーファンド

運用経過

当作成期中の基準価額等の推移について （第90期～第95期：2015/６/23～2015/12/22）

基準価額の動き 基準価額は当作成期首に比べ15.6％の下落となりました。

基準価額の主な変動要因

下落要因
全ての投資国通貨が対円で下落（円高）したことや、ブラジルや南アフリカな
どの金利上昇により債券価格が下落したことが、基準価額の下落要因となりま
した。

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

2015/６/22 2015/８/19 2015/10/21 2015/12/21

(円) 基準価額の推移
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新興国高金利通貨オープン　マザーファンド

投資環境について （第90期～第95期：2015/６/23～2015/12/22）

◎新興国債券市況
・新興国債券市場は、市場参加者のリスク回避姿勢が強まったことなどを背景に、多くの投資
対象国で金利は上昇（債券価格は下落）しました。2015年７月から８月下旬にかけて原油価
格が下落したことや８月に中国人民銀行（中央銀行）が市場予想に反して人民元の対米ドル
為替レートの基準値切り下げを行ったことで新興国経済への不透明感が高まり、作成期を通
してみると多くの投資対象国で金利は上昇しました。

・ロシアでは、原油安などによる景気悪化を背景としたロシアの中央銀行による政策金利の引
き下げなどによって金利は低下（債券価格は上昇）しました。

◎新興国為替市況
・新興国為替市場は、中国経済の減速懸念や、原油をはじめとする商品市況の低迷、米国の利
上げ観測の強まりなどを背景に、全ての投資対象国通貨が作成期を通してみると対円で下落
（円高）しました。ロシア・ルーブルは2015年７月から８月にかけて原油価格の下落が続い
たことを背景に対円で下落しました。南アフリカ・ランドは、12月にズマ大統領がネネ財務
相を解任したことなどを背景に対円で下落しました。
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新興国高金利通貨オープン　マザーファンド

当該投資信託のポートフォリオについて

・基準価額は作成期首に比べ、15.6％の下落となりました。
・あらかじめ定めた新興国の投資対象国のうち、相対的に金利水準が高く、ファンダメンタル
ズ（経済の基礎的条件）や市場規模、流動性等を勘案し選定した新興国５通貨の現地通貨建
ソブリン債券におおむね均等に投資を行いました。

・国別資産配分については、作成期首は、ブラジル、ロシア、トルコ、南アフリカ、コロンビ
アの現地通貨建国債をおおむね均等に組み入れたポートフォリオとしました。2015年９月に
投資国通貨の見直しを実施し、金利水準などを勘案してコロンビア国債を売却し、メキシコ
国債への入れ替えを実施しました。その後、実施した定期的な投資国通貨の見直しでは、投
資国通貨に変更を加えませんでした。

・残存期間については、各投資国の残存期間３年以内の国債へ投資を行いました。
・外貨の組入比率を高水準に維持し、外貨建資産については対円での為替ヘッジは行いません
でした。

・前記のような運用の結果、作成期を通じて多くの投資国で金利が上昇（債券価格は下落）し
たこと、および全ての投資国通貨が対円で下落したことが、基準価額の下落要因となりまし
た。

（ご参考）
ポートフォリオの状況
作成期首（2015年６月22日）

通貨
債券組入
比率

平均残存
期間（年）

平均最終
利回り

平均格付

ブラジル・レアル 19.5％ 1.5 14.1％ ＢＢＢ＋

ロシア・ルーブル 19.4％ 0.5 11.5％ ＢＢＢ－

トルコ・リラ 12.0％ 0.7 10.0％ ＢＢＢ－

南アフリカ・ランド 20.0％ 1.7 7.1％ ＢＢＢ＋

コロンビア・ペソ 18.0％ 0.3 5.4％ ＢＢＢ＋

その他 11.0％ － － －

合計／平均 100.0％ 0.9 8.8％ ＢＢＢ

※組入比率は未収利息等を除いております。

・後記の注記をご参照ください。

作成期末（2015年12月22日）

通貨
債券組入
比率

平均残存
期間（年）

平均最終
利回り

平均格付

ブラジル・レアル 19.5％ 1.1 15.9％ ＢＢＢ－

ロシア・ルーブル 18.3％ 1.3 11.1％ ＢＢＢ－

トルコ・リラ 19.7％ 1.1 10.8％ ＢＢＢ－

南アフリカ・ランド 18.6％ 1.5 8.0％ ＢＢＢ＋

メキシコ・ペソ 19.6％ 2.2 4.2％ Ａ

その他 4.3％ － － －

合計／平均 100.0％ 1.4 9.6％ ＢＢＢ

（注）債券組入比率、平均残存期間（年）、平均最終利回り、平均格付は、現地通貨建債券の時価残高合計で加重平均し算出しています。

（注）平均格付は、Moody's社とS&P社の自国通貨建長期債務格付のうち、上位格付を基に三菱ＵＦＪ国際投信が計算し、S&P社の表示方法

で表記しています。（出所：Bloomberg）

（注）合計値が表記の各要素と異なることがありますが、四捨五入による影響です。

（注）平均格付とは、基準日時点で投資信託財産が保有している有価証券に係る信用格付を加重平均したものであり、ファンドおよびマ

ザーファンドに係る信用格付ではありません。
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新興国高金利通貨オープン　マザーファンド

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドは運用の目標となるベンチマーク等を設けておりません。そのため、記載すべき
事項はありません。

今後の運用方針

◎運用環境の見通し
・中国経済の減速や資源価格の下落は、一部の新興国の成長にマイナスとなっています。しか
しながら、多くの新興国における外貨準備残高や対外債務残高は問題ない水準と考えられ、
ファンダメンタルズは良好とみています。今後の運用環境においては、中国経済の動向や先
進国および新興国の金融政策といったリスク要因が考えられます。

・新興国債券市場においては、資源の輸出国と輸入国の違いや、各国の金融政策に注目する必
要があるとみています。

・新興国為替市場においては、資源輸入国や経常黒字国の通貨が、不安定な経済環境の中で、
相対的に優位な状況にあるとみています。

◎今後の運用方針
・国別資産配分では、原則として、新興国の中から相対的に金利の高い５通貨を選定し、現地
通貨建の債券に均等に投資します。投資国通貨の選定においては、各国のファンダメンタル
ズや市場規模、流動性等も考慮します（選定通貨の見直しは定期的に行いますが、必要と判
断した場合は別のタイミングで一部の通貨を入れ替えることがあります。入れ替えの途中な
どでは一時的に投資国通貨が５通貨とならないこともあります。）。

・残存期間が３年を超える債券には、原則として投資しないものとします。
・外貨の組入比率を高水準に維持し、外貨建資産については対円での為替ヘッジは原則として
行わない方針です。
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新興国高金利通貨オープン　マザーファンド

○１万口当たりの費用明細� （2015年６月23日～2015年12月22日）

項 目
第90期～第95期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％

(a) そ の 他 費 用 6 0.054
(a)その他費用＝

作成期中のその他費用

作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） (6) (0.054) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用

等

合 計 6 0.054

作成期中の平均基準価額は、10,778円です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。

○売買及び取引の状況� （2015年６月23日～2015年12月22日）

公社債

第90期～第95期

買 付 額 売 付 額

外

国

千メキシコペソ 千メキシコペソ
メキシコ 国債証券 43,356 1,772

千ブラジルレアル 千ブラジルレアル
ブラジル 国債証券 495 98

千コロンビアペソ 千コロンビアペソ
コロンビア 国債証券 584,164 7,557,416

千トルコリラ 千トルコリラ
トルコ 国債証券 3,221 1,077

千ロシアルーブル 千ロシアルーブル

ロシア 国債証券 88,875 19,267
(　 70,710)

千南アフリカランド 千南アフリカランド

南アフリカ 国債証券 3,545 4,714
(　　　646)

（注）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。）

（注）(　)内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

○利害関係人との取引状況等� （2015年６月23日～2015年12月22日）

利害関係人との取引状況

　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。
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新興国高金利通貨オープン　マザーファンド

○組入資産の明細� （2015年12月22日現在）

外国公社債

(Ａ)外国（外貨建）公社債　種類別開示

区 分

第95期末

額面金額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

千メキシコペソ 千メキシコペソ 千円 ％ ％ ％ ％ ％
メキシコ 40,216 41,655 294,503 19.6 － － 10.5 9.0

千ブラジルレアル 千ブラジルレアル
ブラジル 9,781 9,720 293,669 19.5 － － 0.5 19.0

千トルコリラ 千トルコリラ
トルコ 7,400 7,111 296,112 19.7 － － 8.9 10.8

千ロシアルーブル 千ロシアルーブル
ロシア 167,825 162,132 275,625 18.3 － － 9.2 9.2

千南アフリカランド 千南アフリカランド
南アフリカ 34,456 34,845 280,161 18.6 － － － 18.6

合 計 － － 1,440,072 95.7 － － 29.1 66.6

（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（注）ＢＢ格以下組入比率の計算においては、Moody'sとＳ＆Ｐの格付けのうち高いものを採用しています。

(Ｂ)外国（外貨建）公社債　銘柄別開示

銘 柄

第95期末

利 率 額面金額
評 価 額

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額

メキシコ ％ 千メキシコペソ 千メキシコペソ 千円

国債証券 4.75 MEXICAN BONO 180614 4.75 22,242 22,401 158,381 2018/６/14

7.75 MEXICAN BONO 171214 7.75 17,973 19,253 136,122 2017/12/14

小 計 294,503

ブラジル 千ブラジルレアル 千ブラジルレアル

国債証券 10 (IN)BRAZIL NTN 180101 10.0 279 263 7,955 2018/１/１

10(IN)BRAZIL NTN-F170101 10.0 9,502 9,457 285,713 2017/１/１

小 計 293,669

トルコ 千トルコリラ 千トルコリラ

国債証券 10.7 TURKEY GOVT 160224 10.7 3,900 3,895 162,215 2016/２/24

6.3 TURKEY GOVT 180214 6.3 3,500 3,215 133,897 2018/２/14

小 計 296,112

ロシア 千ロシアルーブル 千ロシアルーブル

国債証券 6.9 RUSSIA GOVT 160803 6.9 47,450 46,419 78,913 2016/８/３

7.35 RUSSIA GOVT 160120 7.35 34,875 34,733 59,046 2016/１/20

7.5 RUSSIA GOVT 180315 7.5 85,500 80,979 137,665 2018/３/15

小 計 275,625

南アフリカ 千南アフリカランド 千南アフリカランド

国債証券 13.5 SOUTH AFRICA 160915 13.5 8,646 8,995 72,320 2016/９/15

8.25 SOUTH AFRICA 170915 8.25 25,810 25,850 207,840 2017/９/15

小 計 280,161

合 計 1,440,072

（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
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○投資信託財産の構成� （2015年12月22日現在）

項 目
第95期末

評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 1,440,072 95.5

コール・ローン等、その他 67,458 4.5

投資信託財産総額 1,507,530 100.0

（注）作成期末における外貨建純資産（1,486,273千円）の投資信託財産総額（1,507,530千円）に対する比率は98.6％です。

（注）外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換

算レートは以下の通りです。

１アメリカドル＝121.21円 １メキシコペソ＝7.07円 １ブラジルレアル＝30.21円 １トルコリラ＝41.64円

１ロシアルーブル＝1.70円 １南アフリカランド＝8.04円

○資産、負債、元本及び基準価額の状況

項 目
第90期末 第91期末 第92期末 第93期末 第94期末 第95期末

2015年７月22日現在 2015年８月24日現在 2015年９月24日現在 2015年10月22日現在 2015年11月24日現在 2015年12月22日現在

円 円 円 円 円 円

(A) 資産 1,960,454,019 1,632,779,746 1,542,587,965 1,578,104,234 1,599,714,879 1,507,571,570

コール・ローン等 165,358,000 74,471,530 58,903,410 19,248,671 20,712,346 44,529,240

公社債(評価額) 1,708,820,251 1,497,410,680 1,458,222,399 1,533,255,909 1,547,241,786 1,440,072,688

未収入金 25,414,905 4,399,120 15,310,574 7,855,095 5,504,943 40,574

未収利息 48,646,512 45,118,795 5,299,239 12,600,307 20,991,090 22,581,754

前払費用 12,214,351 11,379,621 4,852,343 5,144,252 5,264,714 347,314

(B) 負債 151,744,340 4,464,916 11,842,222 2,726,269 12,090,585 3,088,480

未払金 151,700,936 4,434,000 57,741 2,679,783 1,793,842 40,583

未払解約金 43,404 30,916 11,784,481 46,486 10,296,743 3,047,897

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,808,709,679 1,628,314,830 1,530,745,743 1,575,377,965 1,587,624,294 1,504,483,090

元本 1,535,023,695 1,568,260,525 1,543,242,913 1,507,923,630 1,474,850,629 1,489,353,739

次期繰越損益金 273,685,984 60,054,305 △　 12,497,170 67,454,335 112,773,665 15,129,351

(D) 受益権総口数 1,535,023,695口 1,568,260,525口 1,543,242,913口 1,507,923,630口 1,474,850,629口 1,489,353,739口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,783円 10,383円 9,919円 10,447円 10,765円 10,102円
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○損益の状況

項 目

第90期 第91期 第92期 第93期 第94期 第95期

2015年６月23日～
2015年７月22日　

2015年７月23日～
2015年８月24日　

2015年８月25日～
2015年９月24日　

2015年９月25日～
2015年10月22日　

2015年10月23日～
2015年11月24日　

2015年11月25日～
2015年12月22日　

円 円 円 円 円 円

(A) 配当等収益 28,344,746 10,257,227 9,532,576 7,785,763 8,962,040 7,054,896

受取利息 28,344,746 10,257,227 9,532,576 7,785,763 8,962,040 7,054,896

(B) 有価証券売買損益 △ 57,057,176 △228,204,124 △ 81,063,556 74,349,182 39,104,783 △105,526,593

売買益 8,381,470 2,074,656 23,812,347 74,912,853 53,797,950 1,614,844

売買損 △ 65,438,646 △230,278,780 △104,875,903 △　 563,671 △ 14,693,167 △107,141,437

(C) 保管費用等 △　　145,872 △　　146,592 △　　166,769 △　 145,618 △　　114,060 △　　183,777

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 28,858,302 △218,093,489 △ 71,697,749 81,989,327 47,952,763 △ 98,655,474

(E) 前期繰越損益金 310,982,746 273,685,984 60,054,305 △12,497,170 67,454,335 112,773,665

(F) 追加信託差損益金 3,879,347 8,723,654 765,493 792,383 1,789,743 2,223,667

(G) 解約差損益金 △ 12,317,807 △　4,261,844 △　1,619,219 △ 2,830,205 △　4,423,176 △　1,212,507

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 273,685,984 60,054,305 △ 12,497,170 67,454,335 112,773,665 15,129,351

次期繰越損益金(Ｈ) 273,685,984 60,054,305 △ 12,497,170 67,454,335 112,773,665 15,129,351

（注）(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。

（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注）(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。

＜注記事項＞

①作成期首（前作成期末）元本額　　　　　　　　1,578,509,597円

作成期中追加設定元本額　　　　　　　　　　　　286,836,887円

作成期中一部解約元本額　　　　　　　　　　　　375,992,745円

また、１口当たり純資産額は、作成期末1.0102円です。

②作成期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額）

グローバル高金利通貨オープン（毎月決算型）　1,460,967,583円

グローバル高金利通貨オープン（１年決算型）　　 20,736,854円

新興国高金利通貨オープン（毎月決算型）　　　　　7,649,302円

合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,489,353,739円

［ お 知 ら せ ］
①委託者である「国際投信投資顧問株式会社」は「三菱ＵＦＪ投信株式会社」との合併により解散し、存続会社である「三菱ＵＦＪ投信株

式会社」は2015年７月１日付で「三菱ＵＦＪ国際投信株式会社」と商号変更するための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。

②委託者が受益者に対してする公告は、電子公告の方法により行うための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。
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